
 

 

 

 

 

 

 

楠わいなりーは須坂市仁礼 

地区の一角に位置し、温かい 

木目の壁と色鮮やかな紫の看 

板が印象的な建物です。須坂 

市唯一のワイナリーで季節に 

よって里山の新緑や紅葉が身 

近に味わえる場所にあります。 

須坂市出身の醸造家として、またブドウ栽培家とし

て楠わいなりーの代表を務める楠 茂幸社長は現在

61 歳。ワイナリーを起業するまでの経過や社員の働

き方について話を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

●理系出身からワイン醸造家の道へ 

楠社長は 1958年生まれ。元々実家は農家というわ

けではありませんでしたが、生まれ育った須坂市の

自然豊かな環境が現在のワイン造りの原点にもなっ

ているようです。 

「幼い頃から果樹畑に囲まれた環境で育ったこと

もあり、ゆくゆくは自然が多くある地元の須坂市で

暮らすことを考えていました。少年時代の日本は高

度経済成長期の真っ只中。時代の影響もあってテク

ノロジーに関わりたいと思う気持ちが芽生え、須坂

高校を卒業後し東北大学工学部へ進学しました。若

い頃は未だ見ぬ世界への憧れから、海外にも目を向

けていました。大学卒業後は東京の貿易会社と航空

機リース会社に勤務し、シンガポールに 10年間駐在

した経験もあります。42歳の時、20年間のサラリー

マン生活を終え、病気で倒れた父の看病に専念する

ため、ふるさと須坂に戻りました」 

父親が亡くなった後、楠社長はワイン醸造学とブ

ドウ栽培学を学ぶためにオーストラリアの大学に留

学しワイン造りへの第一歩を踏み出しました。 

 

●2020年に10年目を迎えます 

楠社長は2004年から故郷の須坂市で新規就農し、

ワインぶどうの栽培を手掛けることになりました。

最初は畑もないところからの出発だったそうです。

努力の積み重ねにより、2010年（52歳）に楠わいな

りー株式会社を設立、翌年ワイナリーを開設しまし

た。ブドウ畑も徐々に規模を広げながら栽培と醸造

を行い、現在は数々の賞を受賞するワイナリーへと

成長を遂げています。 

 

 

 

 

 

「農業とは無縁の中で育ちましたが、もともとワ

インは好きで興味がありましたし自分がやりたかっ

たことでした。ワイン造りはサイエンスに基づく芸

術だと言いますが、自分が大学時代に学んだことと

通じるものがあると思います。来年（2020年）は会

社設立から10年の節目を迎えます。 

現在はワインの他りんご栽培も手掛けシードル造り

も行っています。今後も高品

質で人々に喜ばれるワインや

シードル造りを目指していき

ます」 

代表者名：代表取締役  楠 茂幸 

従業員数：4 人 

創  業：2010年（平成 22 年）、ワイナリー開設 

は 2011年 11月 

住  所：須坂市大字亀倉 123-1 

Ｔ Ｅ Ｌ：026-214-8568 

事業内容：ブドウ栽培と自社栽培ブドウを用いた

ワイン造り及び販売 

給  与：18万～23万 

https://www.kusunoki-winery.com/ 
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●社員の働き方と求める人材 

「楠わいなりーのショップ定休日は水曜日と木曜

日ですが、社員は畑の作業等で出勤します。春以降

から 10 月頃までが特に忙しい時期になります。フ

ランス種のブドウは病気になりやすいため、心を配

りながら栽培を行っています」 

「求める人材は、ワインが好きな方またブドウの

栽培に携わりワインの勉強をしたいという方がいい

ですね。何よりも熱意が 

ある方でソムリエなどの 

資格や経験があれば尚良 

いです。仕事はブドウの 

栽培からワイン造り、販 

売までをトータルで行います」 

 楠わいなりーは年に４～５回、収穫会やマルシェ

などのイベントを開催し多くのお客様で賑わいます。

日頃も北は北海道、南は九州まで日本各地からワイ

ナリーの情報を得たお客様がお店にいらっしゃるそ

うです。ワイン造りへの情熱に加え、接客が得意と

いう方もこの仕事に向いているかもしれません。 

 

 

 

 

 

●幸せを届けるワイン造り 

楠わいなりーで造られたワインはこれまで数々の

賞に輝いており、2016年に軽井沢で開催されたＧ７

交通大臣会議の歓迎レセプションでは「シャルドネ

2014樽熟成」が採用されました。楠社長のこれまで

の熱意と努力によって日本のワイナリーから世界の

ワイナリーへと発展を遂げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、東京や名古屋などのレストランが企画する

イベントで楠わいなりーのワインをお客様に提供し

たいと声もかかるそうです。 

店舗の一角には、地元の仁礼小学校の生徒たちが寄

せた見学お礼メッセージが飾られていました。「大人

になったらワインを飲んでみたいです」という子ど

もらしい可愛いコメントが多い中、「ワインは人を幸

せにすることがわかりました」という感想には私も

感動してしまいました。 

 

 

 

 

 

楠わいなりーがある仁礼地区は見晴らしも良く、

多くの自然に囲まれながら働ける最高のロケーショ

ンです。ブドウ栽培から醸造、販売までを行い、お

客様と直接関わることでも大きなやりがいを得られ

るはずです。 

人々に幸せを届けたい、人々に喜んでもらえるワ

イン造りに携わりたいという方は信州須坂移住支援

チームまでどうぞご相談ください。 

 

 

 

 

 

（2019年11月インタビュー） 
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